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は じ め に

　レ イ キ ャ ビ ッ ク の 首脳会談は 残念な が ら決裂 し た が ， 軍

縮 へ の 期待が ， こ れ ほ ど盛 り上 が っ た こ と もなか っ た 。 同

時 に SDI とい う巨大 な シ ス テ ム ・コ ン セ プ トの 中で ，我 々

の 住 む地球 が ， こ れ ほ ど愛 し く感 じ られ た こ と も な い 。

SDI は ， 軍 備 を無力化す る。すなわ ち，意味 の な い 軍備 を

保持 して も しよ うが な い か ら，軍 縮が 可能 に な る とす る米

国 と， 宇宙空間 に まで 軍拡競争 を持ち込 む もの に は絶対反

対 とい う建前論 の 衝突 で もあ っ た 。

　しか し ，
SDI で 決裂す る 前 に は ， 相 当 程度の 軍 縮合意 の

可能性があ っ た よ うだ 。

　そ こ で ，

一部 で は ，世界的 な経済の 低迷 ム
ー

ドもあ っ て，

軍縮に よ る有効需要 の 減少 か ら， 世界不況 の 途 をた ど る の

で は な い か との 懸念 が 出て い た 。

　事実，ア イ ゼ ン ハ ワ
ーが，大統領退任時 に，軍 備 の 拡大

を憂い ，産軍複合体の 出現 に 警告を発 して い た よ うに
， 不

景気 な 米国 で も， 軍需産業 が盛 ん な 地域 は ， 好況 を 享受し

て い る。試作機完成 よ り正 式採用決定 ま で に相 当の 長 い 年

月 を要した最新爆撃機B − 1 な どは ， ア ラス カ州 を除 くほ

とん どの 州 か ら部品を調達 し， 地元選出 の 議員 が そ れ ぞ れ

点数 を稼 ぐ。

　 B − 1 な ど問題 に な らない ほ ど 巨大規模の SDI に対す

る米国人 の 期待 に は，雇用創出効果 も含まれ る 。

　 そ れ で は，SDI と は
一

体何 か とい う論議が盛 ん だ 。

　連邦予 算規模か ら見た分析 を， 過去 の 巨大プ ロ ジ ェ ク ト

と比較して 行 うと， 表 一 1 の よ うに な る。

　運河 ， ダ ム ， 高速道路網とは 異な り，マ ン ハ ッ タ ン 計画

とア ポ ロ 計画は，ク ラ ッ シ ュ
・プ ロ グラ ム （国家的突貫計

画） と呼 ばれ た
， 通常 の 巨大 プ ロ ジ ェ ク ト実行 の 手続 きを

衷一1　ア メ リカの メ ガ プ ロ ジ ェ ク ト

け 期 鰍 費（当時）睡 価

踏ま な い 緊急大事業 だ 。

　SDI にっ い て は ， 軍事的に は ソ連 に，経済的 に は 日本と

2 正 面 作戦 を戦 い 国家 の 存立 を脅か され そ うに な っ て きた

苦肉 の 策， 米国の 第 3 回 目 の ク ラ ッ シ ュ ・プ ロ グラ ム で あ

ろ う 。 政府 の 干 渉 に極端 に 敏感な産業界 を持ち ， 名目上 は

安上 りの 政府 を 目指 す こ と を標榜す る レ
ーガ ン 政権が，安

全保障とい う点で
， や っ と 国民 的 コ ン セ ン サ ス が得 られ そ

うな ， 総合先端産業振興政策 が SDI だ とい ううが っ た 見

方 も， あ な が ち否定で き な い 。

GIF 提案の 契機
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　今か ら，
10年ほ ど前， 全世界を揺 が せ た 石油危機と引 き

続く経済不安の 中で，地球共 同体 の 経済的ク ラッ シ ュ
・プ ロ

グ ラ ム が 目本か ら提案され た。世界公共投資基金 （G！obal

Infrastructure　Fund ： GIF）構想で あ る。

　1970年代 の 初 め か ら， 三菱総合研究所 ・中 島 正 樹 社長

（当時） を リーダーとす る ス タ デ ィ
ー

チーム は，20世紀宋

ま で の 世界経済を分析，予測 した 。 石 油シ ョ ッ ク の 後遺症

は 尾をひ くこ と ， 南北問題 などで 富 の 偏在は簡単に は解消

しそ うもな い こ と ， 技術革新 は，マ イ ク ロ エ レ ク トロ ニ ク

ス な ど限 られ た分野で は栄え る だ ろ うが，50年代後半 か ら

ゴ ー
ル デ ン ・シ ク ス テ ィ

ーズ と呼ばれた繁栄を引き上 げた

ほ ど華々 し い もの と は な ら な い だ ろ う とい うもの で あ っ た。

そ して ， ソ連 の 経済学者 コ ン ドラチ ェ フ の 景気循環論が示

唆す る よ うに ， 80年代の 世界経済 は ， 相当 の 混乱が予想 さ

れ，場合 に よ っ て は破局 へ の 危険 も あ っ た 。

　すなわ ち，
コ ン ドラチ ェ フ は，景気循環 の 変動要因を通

貨 ， 資源 ， 技術革新 ， 戦争 と した。も し，通貨の 偏在が簡

単に解消しそ うもなく， 技術革新 に 景気回復の 役割の 荷 が

重 く， 石 油シ ョ ッ クの 後遺症 が残る とす れ ば，残 る途 は，

戦争 とい うこ とに な る の で あ ろ うか 。 そ ん な不安が人 々 の

頭 をよぎっ て い た 。 失業が増え続け ， 経済成長が な く， 景

気 の 好転 が 全 く期待で き な い 時 に は，歴史的 に 見 る と戦争

に よ っ て 解決 して きた の だ……な ど と，ヨ ・一　u ッ パ で は エ

コ ノ ミ ス トが 真顔 で 議論す る雰囲気 で あっ た 。 そ して ， 景

気浮揚 の た め に 戦争 を考 え る な ど不謹慎極 まりない が ， 軍

事支出の 増大が過去 にお い て は ， 戦争 へ と繋っ た こ と も確

か な の で あ る 。

禦
  三 菱総合研究所 　主席研究員企画部次長
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我が 国の 政策 と して

　 日本 の 繁栄 は ， そ の 経済力 に依存 し，国際社会 の 安定 と

平和 を前提 に成 り立 っ て い る 。 資源小国 は 原料を輸入 し，

加 工 して 輸出す る 。世界が 平常 で 経済 シ ス テ ム と し て 安定

し て い る こ とが，日本 の 存在を確実なもの に す る。しか し，

東西対 立 が 激化 し ， 南北 の 相克 が 深刻化 し，日本 は経済力

が 向上 し っ っ あ る なか で，そ の 規模 に 見 合 っ た 責任論 が 台

頭 し始 め て い た。

　そ こ で，景気 の 低迷 と軍拡競争を懸念 し，そ の 解決策を，

世界的浮揚 に 求 め よ う と した。す な わ ち，全地球主義 （グ

ロ
ーバ リズ ム ）に 基づ き ， 新市場 を求め有効需要を創 り出

そ うと した。新市場を 主 と して 第三 世界に創り出 し，世界

経済 の メ カ ニ ズ ム に組み 込 ん で い く こ とが，人 類全体に残

され た 唯
一

の 選択 で あ る と考え た 。

　我が国 の 立 揚 か らい え ば ， 近隣諸国 を始 め とす る 国際社

会 か ら ， 尊敬 と感謝を も っ て 迎 え られ る 我 が 国の イ ニ シ ア

チ ブ と して ， 総合安全保障戦略 に も役立 っ との 考 え で あっ

た。

GIF 構想

　GIF構想 は ， か っ て の 世界大恐慌 の 時 に，米国 で 行 わ れ

た ニ ューデ ィ
ー

ル 政策 に ヒ ン トを得 た 。 資金 が 適当な投資

先 が な く偏在 し，生産設備 は遊 ん で い る 。一
方第三 世界 に

は 巨大 な 潜在需要 が あ る が
， 投資が行わ れず需要は顕在化

し て い な い
。 そ こ で ， 偏在す る富の 大規模移転を行い

， 地

球規模の 経済的ク ラ ッ シ ュ ・プ ロ グラ ム を行 うも の と した。

　投資 の 規模 の 口安 と し て ， ク ラ ッ シ ュ ・プ ロ グラ ム と し

て の 視点 か ら， 第二 次世界大戦 の 米国への 戦時出費 を参考

と し た。乱暴な議論 で あ る こ とは 承知 の 上で ，も し，戦争

の 準備の た め に 金を使い ，戦争をす る気構えに な っ て ， 平

和的な建設プ ロ ジ ェ ク トを行 えば，一
体何がで きる の か を

考え て み た の で あ る 。

投資の 規模

　第二 次大戦当時 の 米国 の 戦時出費 は ，2880億 ドル ，1975

年換算で 5000億 ドル と推計 され た。 こ の 金額 で 何がで き

る か を考 え て み た。

　公表当時は ， オ イ ル ・シ ョ ッ クの 真只 中で もあ り ， 第一

に，オ イ ル ・マ ネー
の 還流，軍縮に よ る 余剰金，政府開発

援助資金 ， そ して ， 合 わ せ て 民 間 の 資金 の 活用 も考 え た 。

毎年 ， 目本，米国 ， 西独 か ら50億 ドル，当時 は 調子 の 良か

っ た石油輸出国機構 （OPEC ） か ら50億 ドル ，そ の 他先進

諸国 か ら30億 ドル の 計 130億 ドル を集 め ，そ の 他 の 借 り入

れ と組 み 合 わ せ て， 250 億 ドル とし，こ れを，1980年 か ら

今世紀末 まで の 20年間，投資を続 ける こ ととし た。

　そ の 後，第二 次オ イ ル シ ョ ッ ク を契機 と し て ，世界経済

も大幅 に 様変 わ り し，資金源 として は，世界 の 主要貿易国

2

表一2　グ ロ ーバ ル ・コ ン ト リ ビ ュ
ーシ ョ ン の た め の 輸出 賦課

　　　金 （案）

国 名 聾騨 ・・ 鵬 邑・・
、募雛、

億 ドル 億 ドル 億 ドル 億 ドル 億 ドル

1．米　　　　 　　国 2290234 ．62 ．329377
2．西　 ド　 イ　 ツ 1760183 ．6L86867
3．日　　 　　　　本 1520153 ．DL511276
4．サ ウジ ア ラ ビ ア 1202122 ．41 ．21558
5．イ　 ギ　 リ　 ス 1151122 ．41 ．25239
6．フ　 ラ　 ン 　 ス 1014102 ．01 ，06568
7，ソ　　 　 　　 連 764 81 ．60 ．86743
8．イ　 タ　 リ　 ア 752 81 ．60 ．83 馴〕2

9．カ　 　 ナ　　 ダ 699 71 ．40 ．72764
10．オ 　 ラ　 ン 　 ダ 687 71 ．40 ．71390
11．ベ 　 ル 　 ギ　 ー 550 51 ．20 ．6957

合
蕚
匡 126 　25．212 ．61

に，平和建設の た め の 表
一2 に 示 す ク ロ

ーバ ル ・コ ン ト リ

ビ ュ
ーシ ョ ン の た め の 輸出賦課金 （案）な ど も検討 され て

きた 。

　更 に，ご く最近 で は ， 日本の 大幅貿易黒宇， 海外資産 の

急激 な増大 に伴 い
， 日本 へ の 期待 が大きくな っ て きて い る

こ と は御承知の 通 りで あ る 。

プ ロ ジ ェ ク ト選定 の クライテ リア

　投資の 対象地域 は，主 と して 発展途上地域 とした。原則

と して 2 か 国以 上が関係 す る よ うな プ ロ ジ ェ ク トと して ，

地球共同体の 中で ， 人類が力を合わ せ て ，平和建設とグ ロ

ーバ リズ ム の 実現を目 で 見せ る効果を狙 っ て い る。

　投資 の 対象プ ロ ジ ェ ク ト と し て は ，
コ ン ドラ チ ェ フ の 長

期景気変動要因をマ イ ナ ス 方向に働か せ な い よ うな ク ライ

テ リア を設定 し た 。

　具体的 に は ，資源 に関 して は ， 資源消費型 で な く， 限 り

あ る資源 の 枯渇を促進 しない こ と 。 で きれ ば ， 資源 を創 D

出せ る こ と。投資規模 は ，総額で 5000 億 ドル を想定 した

が，偏在す る 資金を効果的 に，ス ム ーズ に移転 し，循環 さ

せ るた め ，
1 件 100億 ドル 規模 の メ ガ ・プ ロ ジ ェ ク トとし

た。更 に ，技術革新 を刺激す る タ イ プ の プ ロ ジ ェ ク トを重

視 した 。 そ し て，グロ ーバ リズ ム に 基 づ く，地球共同体 の

ク ラ ッ シ ュ
・プ 巨 グラ ム と して ， 人類最大 の 無益なパ フ ォ

ー
マ ン ス ， 戦争 ， 特 に核戦争 を 強 く意識 して い る 。

　 こ の ク ライ テ リア に合 うプ ロ ジ ェ ク ト と して ， 古 くよ り

「技術者 の 夢」 と呼ば れ て い た 構想をベ ー
ス に，米国 の バ

テ ル 記念研究所 ， 仏 セ マ ・メ ト ラ社 な ど の 協力 を得 て ， 100

ケース 以上 の 各種 プ ロ ジ ェ ク トを選択 した。

土 と基礎，35− 1 （348）
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表一3GIF 対 象の プ ロ ジ ェ ク ト例

構 想 名 1 関　 係　　国　（地 域） ［ 概 要

クラ 地峡運河

第 2 パ ナ マ 運河

タイ ，マ レ ーシ ア ，シ ン ガポール
’
西海岸バ ン ガ ー

湾と東 海岸バ ー
レ ド

ー
レ 湾を結 ぶ 全長 170 キ ロ メ ー

： トル の 運 河。イ ン

　ド洋への 往復距離 2400 キ ロ メートル 短縮。水 門な し 、

1　 ア メ リカ ，ニ カラグア ，パ ナ マ

L
・ニ カ ラグア の ニ カ ラグ ア湖に 大西 洋・太平 洋 をつ な ぐ大 運河 を作 る

・パ ナ マ の 新運河 （永野構想 ）

・メキ シ コ 南部の テ ワ ン テ ペ ッ ク 地峡

ヒ マ ラ ヤ水力 発電

海洋発電

太 陽黙 採取揚

イン ド、中国
・プ ラ ハ ム プ トラ河一E流 の サ ン ボー川 を イ ン ド・ア ッ サ ム 州 と中国 の 国境地帯で せ きと

め，ヒ マ ラヤ山脈 を貫通す る トン ネル で イ ン ド側 に落と すe 落差 2500 メートル 。最

大 5000 万 kW ，平 均 3700 万 kW ，年 間 2400 − R300 億 kWH の 電力 を発電 し うる

・
赤道か ら温 帯 に か け た 大洋沿岸 の 未開 発地 域 中に 有望 な海域が12海域ある。発電 可能

量，一海域最大 3500 万 kW ，12海域 合計 約 2億 kW ，そ の他潮差発 電ま た は温 度差

発電 も考 え られ る

・
地球上 の 僻地 に 大規模 な太陽 エ ネル ギー採 取装置 を組 み 立て る。土地，パ イ プライ ン ，
付 属設 備 をふ くめ，投 資総額 は2D兆 一・50兆 ドル に達 し，これ に よ る年間エ ネル ギー総

出力 は石 油換算で 2000 億バ レ ル に相当す る

アフ リカ 中央湖

べ 一リ ン グ海峡海流

調 節

ア メ リカ 大 陸，中央部 の 諸 国
・コ ン ゴ 川 の 水流 をダム に よ り調 節 し，ア フ リカ 大 陸 中央部の コ ン ゴ お よび チ ャ ド地方

に 巨大な湖 をつ くる。これ に よ りこ の 地方 の 自然 を改造 する

ア メ リカ．ソ連
・ペ ーリ ン グ海峡の 最狭 地 点 （幅85キ ロ メ

ー
トノレ，深 さ45メ

ー
トル ）に堰堤 を設 け，北

極 海か らベ ー・
リン グ海 に流 れ こむ 海流 を調節する 。これ に よ り北太平洋海域の 気象を

変え，温 暖化を図る

砂漠の 緑化 1北 ア フ リカ諸 国，イス ラエ ル ，アラ ブ諸 　　・サ ハ ラ，シ ナ イ 半島，ア ラ ビ ア半 島そ の 他 の 砂漠 を緑化 する

1国

南ア メ リカ水力発電 ブ ラ ジル ，ベ ネズ エ ラ，コ U ン ビア ，ペ

ル ー 　ボ リ ビア t
パ ラ グ アイ ，アル ゼ ン

チ ン

・ア マ ゾ ン川，オ リノ コ川，パ ラグアイ川 に 9箇所の ダム ，7箇所の 人造湖をっ くる

エ ジプ ト ・カ ツ タ ラ

低地 開発

エ ジプ ト
・

エ ル グバ ー
とエル セ イラ間に 運河建設，エ ル セ イ ラに港建設，運河を通じ て の発電

r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 I
シル ク ロ ード ・ハ イ

ウヱー
中国，ソ連，中束 地域

・アジ ア大陸，ヨ ーロ ッ パ 大陸を結ぶ 大自動車道 の 建設

ジ ブ ラル タル 海峡橋

／ トン ネル

ス ペ イ ン ，モ ロ ッ コ
・

ス ペ イ ン とモ ロ ッ 7 の 間 に橋／ トン ネル を建設 し，ヨ
ー

ロ ッパ 大陸 とア フ リカ大陸 を

結 び，陸上 交通 を通す
・一

次産 品の アフ リカか らヨ
ー

ロ ッ パ への 輸送 が促進 され る

グ 卩 一パ ル衛星 通信

網

・
各種 メディ ア をの せ た通信衛星 ネ ッ トワ

ー
ク

東 ヨ ーロ ッパ ，横断

自動車 道

ポ
ー

ラン ド，ハ ン ガ リー ル
ーマ ニ ア，

ギ リシ ア

・東 ヨ ーロ ッ パ を南北に横断する ハ イ ウ ェ
ーの 建謹

グ ロ ーノぐ 1レ ・k ノ ミ

ー
ポ
ー

ト
・
ネ ッ トワ

ーク

・日本 の 大分港 g ブラジ ル の ッ バ ロ ン港，イ ン ドネ シア の バ タ ム 島な ど のス
ーパ ーポ L

　トを建設 し，ロ ッ テル ダム 港，シ ア トル1巷な どの ス ーパ ー
ポ
ート 。ネッ トワ

ー
クを作

り， 大量 貨物輸送 時代 に対応す る

GIF 対象 プ ロ ジ ェ ク ト例

　最初の 公表時 に は ， 代表的 な 8 プ ロ ジ ェ ク トを例示 して

い たが， ヨ
ー

ロ ッ パ， 中南米 な どの GIF 構想支持 か ら，

そ れ ぞ れ，地域的 に 身近 な プ ロ ジ ェ ク トの 追加を望 む声が

強 く， 現在， 表一 3 に 示 す よ うに
，

15プ ロ ジ ェ ク トを例示

して い る 。 分野 は ， ほ ぼ，次 の 4分野 に大別 され る。

　  　交通 ・運 輸 ， 通信

　　ω　運河 ， （ti）　ト ン ネ ル
，   　橋 ，   　港湾，

　　（v） 道路 ，   　通信網。

　  食糧生 産

　　（i） 砂漠 の 緑化 ， （の　灌漑。

　  エ ネル ギ
ー

開発

　　（i＞ 太陽発電 ，   　海洋発電 （温 度差，海流 ， 潮差，

Jsnuary ，1987

　波力），  　水力発電 。

  　生活領域 の 拡大

　ω　砂 漠 の 緑化，（i） 気象制御。

内外か らの反響

　1977年か ら10年間に わ た る 反響を振 り返 る と，国内で は ，

公表後間もな く，日本攻府 の 海外広報紙 「LOOK 　JAPAN 」

に 紹介 され，国 際的 に 注 目 を集 め る こ と と な っ た。財界有

志 と学者よ り成る 「GIF 研究 ク ラ ブ」 が，経団連土光名誉

会長を中心 と して組織され ，日本国内 の 活動の 中心 に なっ

た 。

　国際的 に は ， 1978年に ，
ス イ ス で 開催され た MRA 世界

大会で 紹介 され ， 南北多数 の 参加者か ら， 世界 の 未来に対

す コ ミ ッ トメ ン トと し て 非常 に高 い 評価 を 受 け る こ と と な

3
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っ た。1979年に は，米 国 の ジ il・一ジ タ ウ ン 大学戦略国際研

究所 の デービ ッ ト・
ア ブ シ ャ イ ァ

ー所長 （当時，現米国駐

NATO 大使） が ホ ス ト とな り，　 GIF に 関 す る 特別 セ ミナ

ーが， 米国務省 ， ホ ワ イ トハ ウ ス ， 議会 ， 世銀，IMF 関

係者な ど を集め て 開催され た 。 私案と は い え， 日本か らの

政策提案がこ の よ うな関 心 を，ワ シ ン トン で 集め た こ とは

画期的 な こ とで あ っ た 。 続 い て ， 西 ドイ ツ の 国会 に あた る

ブ ン デス タ
ー

ク の 常設 の 海外経済協力委員会か ら中島三 菱

総 研社長 （当 時） が 招聘 を受 け ， 公 聴会 で ，GIF 構想 につ

い て 意見陳述を行 う機会 が 与 え られ た。

　 1970年代 の 終 わ りか ら80年代 の 始 め に か け て，フ ラ ン ス

と西独 の 政治家 と学者の 有志 を中心 に ，サ ウジ ア ラ ビ ア の

ヤ マ ニ 前石 油相，ク ウ ェ
ートの ア リカ リフ ァ

・
ア ル サ バ ー

石 油相 と土光経団連名誉会 長 を中心 とす る 日本財界人 有志

の 聞で ， 宋来に 向か っ て の 人類共通 の 課題へ対 して ， 世界

の 二 大強国支配 に補完的な 立 場 か ら役割を果 た そ うとす る，

国際組織 「パ リ
・グル

ープ 」 が 結成 され た e

　 「パ リ
・グ ル

ープ 」 の 場 で ，
OPEC 関係者 の 理解 も得て，

GIF 構想 の 実現の た め の 活発 な 努力 が 行 わ れた。

　 1981年に は ，世界規模で の 経済政策 の 視点か ら ， 特 に
，

北 の 諸国か ら南の 発展途上国へ の 大規模な資源移転政策を

検討 す る国際会議が， ノ ル ウ ェ
ー
政府主催で 開 か れ た。

GIF 構想 は，
　 OECD 案 ， イ ン デ ィ ラ ・ガ ン ジ ー

首相案，

ク ライ ス キー
首相案 ， 他 の 政策案 と同 じ テ

ーブ ル 上 で
一

緒

に 討議され，最 も具体的 な政策提案 と し て 高 く評価 され た。

　1982年 6 月 の ベ ル サ イ ユ 。サ ミ ッ トで は，鈴木前首相が，

世界経済 の 長期的改善 の た め の 日本か ら の 提 案 と し て ，

GIF 構想 を議題 に され る か とい う期待が，内外 か ら高 ま っ

た。ホ ス トの ミ ッ テ ラ ン 大統領は ， 事前 の 非 公 式打診 に対

し ， 非常に好意的 な反応 を示 して い た。

　結局，首 相 は，サ ミ ッ トで は 提案さ れ る こ とな く， 直後

の 第 2 回国連軍縮特別総会 で ， 軍縮 に よ っ て 浮 い た資金 を

第三 世界 の 開発 の 促進 に ，と発言 され る に と ど め られ た 。

　1983年 の 9 月 の 国連総会 で ミ ッ テ ラ ン 大統領 は
， 世界の

低 開発状態 は ， 国際社会 で も政治的緊張 の 原因で あ り， 根

本 か ら解決され な け れ ばな らな い と し，第 三 世界 の た め の

開発基金 の 創設を提案 し た。更 に，仏政府 は ， 国連の 後援

の 下 に，GIF 構想 に よ く似た国際的 に軍縮を行 う こ とに よ

っ て 開発 基金 を創設す る とい う国際 会議 を提案した 。

　続い て ， 非同盟諸国を代表 して ， イ ン ドの 故イ ン デ ィ ラ・

ガ ン ジー首相は ， 現在の 世界 の 経済秩序 は ， 支配 と不平等

に基 づ い て お り， 発展途 上 国 を 助け る こ と は ， 単 に 御祝儀

的な贈 り物 で はな くて ， 富 め る 国 々 を含 め た世界全体 に 役

立っ と訴 え て い る。

　 こ れ に 先立 つ 前年1982年の 10月 に は ， イ ン ド，
ニ ュ

ーデ

リ
ー

の サ ウス ・ブ ロ ッ ク の 首相官邸に ，
GIF の 提唱者の中

島正 樹 三 菱総研相談役が招 か れ ，故 イ ン デ ィ ラ ・ ガン ジー

首相 と GIF 構想に つ い て 意見交換を し て い た 。 席上 ，

4

「GIF の 考え は ， 理想主 義的すぎ る との 批判 もあ る の で す

が……
」 と い う中島氏 に 対 し， 「そ れ こ そ が，今，必 要 と

され て い る の で す 。 イ ン ドの よ うな国 は ，GIF に ど の よ う

な役割が果 た せ る の で し ょ うか 」 と ， 謙虚 に賛意 を表 され

て い た。こ の よ うな理解 と 支援 は，ラ ジ ブ ・ガ ン デ ィ 首相

に 引 き継 が れ て い る。

メ ガ ・プ ロ ジ ェ ク ト推進の動き

　 1983年の 4 月末 ， 米国 の ボ ス トン と東京で ， 巨大プ ロ ジ

ェ ク トに関 す る組織の 設 立 総会 が ， 時 を同 じ くしで 開 か れ

た 。

一つ は ，
GIF 研究 ク ラ ブ の リ

ーダー
の 斉藤英 四 郎新日

鉄会長が 率 い る 社団法人 日本 プ ロ ジ ェ ク ト産業協議会。海

の 向 うの そ れ は， MIT の 学者 グル
ープ を核 に し て ，米国

ベ ク テ ル 社 ほ か 米国産業界 の 支援を得て ， MIT の 法学部

教授 フ ラ ン ク ・デービ ッ ドソ ン 博士が， 主唱する米国マ ク

U エ ン ジ ニ ァ リ ン グ学会 の 旗揚げで あ っ た。中島三 菱総研

相談役が GIF 構想に つ い て 招待記念講演 を行 い
， 世界経

済の 長期的景気浮揚 とい う視点か ら ， メ ガ ・プ ロ ジ ェ ク ト

実施 の 必 要 を説 き ， 出席者に強 い 印象 を 与 え ， 関心 を引 き

起 こ した 。

　国内 に おける （社）日本 プ ロ ジ ェ ク ト産業協議会 の 目覚し

い 活動 に つ い て は，良 く知 られ て い る 通 りで あ る。

　 これ と前後 して，欧州産業人 円卓会議が ， ス ウ ェ
ーデ ン

の ボル ボ社会長，
ペ ー

ル
・ギ レ ン ハ マ

ー氏 の 音頭で 発 足 し

て い る。こ の 欧 州 の トッ プ ク ラ ス の 産 業入 ，20余名 で 構成

され る グ ル
ープ は ， 欧 州 の 企 業社会

・産 業活動 の 再活性化

を狙 い ， 全欧州的な協力活動 の 必 要性を説 く。外部か らは，

欧州共同体な ど で
一

体 と見 え る ヨ
ー

ロ ッ パ も，工 業製品 の

規格 ， 交通 ・通信 シ ス テ ム な ど基本的なイ ン フ ラ部分 で 共

同体 と して の 不整合 を起 こ し，市蝪 は 分割 され，日本や 米

国 と比 較 し て ， 規模 の メ リ ッ ト が 失 わ れ て い る と警告する
。

そ こ で，ユ
ー

レ カ計画 の 陰 の 推進者 で あ る彼 らは真 の 意味

の 欧州共同体 を 作 る た め に ，交 通 ・通信網 な どイ ン フ ラ の

整備ほ か ，欧州ベ ン チ ャ
ー・フ ァ ン ド， 欧州工科大学の 設

立 な どを提案 して い る。欧州大陸 の 巨大イ ン フ ラ と して は，

最 近着工 の 運 び と な っ た ， ドーバ ー
海峡 トン ネ ル ， ア ル プ

ス ・トン ネ ル
， 中欧 と北欧 を結ぶ ス カ ン リン ク と称 され る

交通網， ジ ブ ラ ル タ ル 海峡 トン ネ ル な どが ， 欧州産業人 円

卓会議 の 手 で 進 め ら れ よ うと し て い る。日米欧 で 協力 で き

る 第三 世界 に 展開す る 巨大 プ ロ ジ ェク トお よび GIF 構想

に つ い て も，強 い 関心 が寄 せ られ て きて い る。

　1983年 7月，ロ ン ドン で 世界建設業速盟 の 下 部組織，日

米欧 の 有力建設関連企業 よ りな る 国際建設業グル
ープ 主催

の 「国際建設 プ ロ ジ ェ ク トの た め の 協調融資 に関す る 国際

会議」 が開か れ ， 筆者は ，
GIF に 関す る 招待講演を行 っ た

σ

世銀 ， 地域国際金融機関 ，
コ ン サ ル タ ン ト，各種銀行 ， 目

米欧 の 大手建 設 企業の 代表者は，GIF 構想 の 実現性 を議論

し ， こ こ に 集 ま っ た我々 が努力すれ ば ， こ の 構想は実現で

亅

土 と基礎，3ト 1 （348）
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き る の で は な い か と の 強 い 期待が述 べ られた の で あ る 。

ア ジァ周辺の個別プ ロ ジ ェ ク ト

　1984年の 秋 ， タイ 国の バ ン コ ッ ク で 交通 省主催 の ク ラ運

河建設 に関する国際会議 に招待 を受け，
GIF 構想 に っ い て

講演す る機会が あ っ た。運河建設予定の 候補地域を訪れ ，

地 元 関係者 と意見交換を し た。事前 に 解決す べ き，数多 く

の 課題 が ある が ， 長年の 国民的 プ ロ ジ ェ ク ト と して の ク ラ

運河建設 に寄 せ る 期待の 大き さを感 じた次第で あ る e

　ま た，イ ン ドネシ ア の 関係筋か ら も， ア ジ ア ハ イ ウ ヱ
ー

の
一環 と して の ス ン ダ海峡に か け る架橋 また は トン ネ ル に

関す る協力要請 が よ せ られ て い る 。

アラス カ GIF 国際会議

　今夏 ， 米国 ア ラ ス カ 州 ア ン カ レ ッ ジ市 に ある ア ラ ス カ太

平洋大学 の キ ャ ン パ ス で
「世界公共投資基金 （GIF）構想

に 関す る 国際会議」 が開 か れ た 。 国際高等研究 機 関 連 盟

（IFIAS）， 米国大規模 プ ロ グ ラム 研 究所 ，ア ラ ス カ 太平洋

大学， 日本 の 土光経団連名誉会長の 主宰す る 「GIF 研究 ク

ラ ブ： の 共 催 で あ っ た。ホ ス トは ， 元米国内務長官 の ウォ

ル タ
ー・ヒ ッ ケル 氏，会議 の 議長 は ， ケ ン ブ リッ ジ大学 チ

ャ
ー

チ ル ・カ レ ッ ジの 学長ハ
ー

マ ン 。ボ ン デ ィ 卿が務め た。

参加者 は ， 20か 国 か ら，約80名 の 大規模 プ ロ ジ ェ ク ト構想

を討議す る の に相応 しい 世界 の トッ プ ・ク ラ ス の 専門 家が

参加 し た。日本 か らは ， 大来元外相 ， 衛藤東大名誉教授 ，

中島三 菱総研相談役 ほ か が 出席 され た。

　会議の 目的 は ， 1977年 12月 に 日本か らの 提案と し て 世界

に 公表され た 「世界公共投資基金構想 」 を ， 10年を経過 し

よ うとす る現時点で 再吟味 し，そ の 合理 性 ， 有効 性，妥当

性 を再評価 し ， 構想実現 の た め に ， ど の よ うな方策が考え

られ る か を ， 世界一流 の 専門家 に よ っ て 討論，検討す る こ

と に あ っ た 。

　 会議 は ，

　 1． 過去 の 大規模 プ ロ ジ ェ ク F ， 成功と失敗

　 2． 大規模プ ロ ジ ＝ ク ト定義 ， 境界 と範囲

　 3． 大規模 プ ロ ジ ェ ク トへ の 分析的シ ス テ ム ズ ・ア プ ロ

　 　 ーチ

January ， 1987

論 　 　説

　4．　個別 プ ロ ジ ェ ク ト

　　  　新居 住空間 に 関す る 大規模 プ ロ ジ ェ ク ト

　　  　交通
・運 輸 ・通信大規模 プ ロ ジ ニ ク ト

　　  　エ ネ ル ギー
， 生活 と環境 に関す る大規模プ ロ ジ ェ

　 　 　 ク ト

　5、 フ ァ イ ナ ン ス と組織

の 各分野 に つ い て 熱心 に進 め られ た 。 会議の 最終 日 に t ア

ン カ レ ッ ジ宣言を採択 し，GIF 構想 が混迷 を続け る 経済情

勢に お い て ，数少ない 合理的政策選択 の
一つ で あ る こ と を

再確認 した。そ して ，次 の 段階へ の 進展 の た め に ，
GIF 構

想実現の た め一層の 政策的吟味 と ，
GIF 構想関連大規模 プ

ロ ジ ェ ク トに関す る プ リ 。フ ィ
ージ ィ ビ リテ ィ

・ス タ デ ィ

ー
実施推 進 の た め の 運 営準備委員会 を設置 し，活動を行 っ

て い くこ とが決定され て い る 。

お わ り に

　咋年 の 暮，ワ シ ン トン で ， 米国 の 国防プ ロ ジ ェ ク ト関係

者， 欧州円卓会議関係者を交 え て ，
SDI

，
ユ
ーレ カ誹画，

目本 の 第五 世代 コ ン ビ」L・・一タ
ー

計画 と GIF 構 想 を，国家

プ ロ ジ ェ ク トとい う見地 か らブ レ
ー

ン ・ス トーミ ン グ形式

で 話 し合 っ た こ とがある。SDI に 関 して，米国側参加者が．
一致して い た の は ， 先は分 か らな い が，現在 は偉大 な政治

の 勝利で あ る こ とは ， 間違 い がない とい うこ とで あっ た 。

　 「一国 の 安全保障は ， 隣国よ り感謝 され，尊敬 され る こ

とに な る 」 と は ， 道徳再武装運動の 創始者 ，
フ ラ ン ク ・ブ

ッ ク マ ン の 言葉 で あ る 。 彼は ，第二 次世界大戦前 の 騒然 と

した ヨ ーロ ッ パ で 今， 我 々 に 必要な の は ， 軍備に よ る再武

装で は なく，道徳 に よ る 心 の 再武装で あ る と説い た 。

　 21世紀 を迎 え よ うとす る今 ， 我々 が必 要とする の は，人

類 の 名誉 と威信をか けた ， 地球共同体の た め の 「ク ラ ッ シ

ュ
・プ ロ グ ラム 」，地球規模 の 平和建設 プ ロ ジ ェ ク トで は

な い だ ろ うか。日本 の 技術力 と経済力 ， 更 に ， 我 々 の 知恵

をもっ て実現に努力 した い と思 う。読者，諸兄 の 御批判を

頂戴した い 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （原稿受理 　1986．11．5）
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